BEST PRACTICE SHEET

	所属
	作成者
	プロセス区分
	作成年月日
	作成No.

	松下電送システム（株）
	中野　重治
	企画・開発フェーズ

PP06-07, EP04-07
	０２年０１月８日
	Ｎｏ.１８



	商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

	１次取り組み

　問題：お客様ご相談件数の急増（原因：家庭向けファクシミリ市場への参入）
　課題：開発部門における認識度向上

２次取り組み

　問題：開発部門における改善の限界
　課題：ユーザー評価導入による開発プロセス変更

	


	１次取り組み

　現商品の評価→　競合他社製品の評価　→　改善目標の設定　→　改善実施

　→　社内評価
２次取り組み

　１次取り組みの反省　→　改善方針策定　→　ユーザー評価実施　→　

　操作シュミレーション開発　→　社内検証　→　改善実施
　① 全社体制での改善実施（開発プロセスの変更）
　② ユーザー評価の実施
　③ 操作シュミレーションの開発



	· ユーザー評価及び改善検証が設計プロセスの中に位置づけられた。

　　　　　　　　　　　　　　↓

· 設計者の意識を変える風土ができた。

　　　　　　　　　　　　　　↓

・お客様にとって使いやすい商品を市場に出す事ができた。

	未実施



	未実施

	・使いやすさへのプロセスは達成されており、その製品に対しては成果がでて
　いる。ただし、全ての製品に対しては未実施であり、早急に体制を作って実現
　しなければならない。

・改善スピードに対しては、これからの重要課題であり、上記と合わせて本年の
　大きな目標の１つである。



	ユーザー評価を導入できた事は、たいへん価値があったと思う。ただし、幼児段階であって、体系的に検証するような段階に至っていない。これからが、本格的に活動する時期であって、さらにユーザー調査を実施し、主婦・加齢者に対する改善が必要と痛感している。
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